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…
爽
楽
鱒
轍
轡
の
亮
騰
阯
火
糠
距
共
繰
團
膿
の
必
競
独
貨
指
し
で
響
”
協
窺
毒
捨
繭
舗
随
嚥
鰐
塒
う
鋳
搬
齢

於
燈
ば
過
　
篇
九
児
二
　
競
力
國
糟
示
丈
づ
界
の
横
威
謝
大
窟
邦
憲
恥
を
招
醗
熾
ら
れ
二
碍
問
に
宜
る

窟
購
職
殿
縮
聯
特
別
講
醗
曹
醐
催
さ
れ
に
。
職
翼
膿
生
筒
氏
の
愛
國
酌
勲
麟
勘
騨
誌
O
火
い
に
繊
銘

燦
る
研
あ
つ
沈
o
以
下
は
興
の
抄
録
宥
あ
る
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
留

　｝幾
総
は
鰻
の
渡
農
砦
鯉
錆

．
何
な
る
圃
の
人
間
で
も
、
そ
の
國
の
謄
史
性
な

，
り
斑
族
的
傳
統
徽
ゆ
を
搏
海
な
い
國
民
は
な
く

“
そ
れ
絶
の
國
民
は
そ
れ
み
＼
の
世
界
槻
、
人

生
親
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

…
　

瘁
D
へ
ば
支
那
の
欝
墨
は
ど
う
か
と
云
ふ
に
、

∵
有
塙
な
儒
歎
な
る
も
の
は
決
し
て
嚇
般
的
な
も

…
の
で
は
癒
ぐ
之
は
智
｝
識
階
級
の
特
教
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
サ

「
支
那
人
一
般
の
哲
墨
は
道
教
で
あ
り
随
順
す
る

…
と
い
ふ
暴
、
換
雷
す
れ
ば
無
爲
に
し
て
化
す
る

羅
・
、
帥
ち
仕
方
な
し
主
義
で
あ
る
。
礎
つ
て
非

…
，
　
産
業
報
國
精
紳
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
愈
縮
脚
丈
化
研
党
所
畳

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
　
倉
　
　
鄭
　
　
彦
　
’

…
常
に
辛
棒
強
艶
め
で
あ
る
。
例
へ
ば
溺
朝
は
満
・
暫
墨
・
は
ギ
瑳
シ
ヤ
誓
墨
・
に
非
す
し
で
、
人
間
亭

．
洲
か
ら
出
　
て
二
百
年
に
し
て
叉
備
洲
に
蹄
へ
つ
等
走
義
で
あ
り
、
個
人
主
義
で
あ
り
、
自
山
自

蕨
麗
ガ
猿
濡
麓
繰
騰
騨
辞
蟻
暫
渤
幽
諜
識
灘
鍛
嵐
潔
灘

鍛
親
念
が
無
く
轡
…
業
性
は
あ
る
が
政
治
性
の
排

含
せ
は
殆
ど
な
い
o
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
吹
に
印
度
人
の
欝
撃
は
何
う
か
と
爵
ふ
に
佛

教
に
あ
ら
す
し
て
、
所
謂
印
度
数
で
あ
る
◎
薗

分
の
悩
み
を
取
ゆ
曇
つ
て
生
活
を
安
樂
に
す
る

…
叩
こ
と
を
考
へ
る
が
、
國
嬢
の
事
は
考
へ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

印
応
岬
の
歴
史
も
川
州
静
古
い
が
其
の
闘
凹
鵜
四
立
せ
る

こ
と
は
二
附
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
暫
學
は
何
う
か
、
彼
等
の

雅
漏
灘
鮭
惚
鰐
勲
響
徽
璽

蒲
凝
欝
畷
擁
辮
雛
簾
僻
聖
蹴
囎
籠
敷
瓢
鍵
螢
驕
融
舘

…
献
畑
臨
襲
罎
離
鎗
婆
熱
賦
璽
的
閣
菰
の
礁
立
を
兇
る
に
盗
っ
た
の
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

｝
…
ﾆ
の
九
信
割
九
分
迄
山
西
に
屑
る
支
那
人
が
占
め

　
て
ゐ
多
そ
う
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
彼
等
は
國

藤
醐
法
鍛
麟
も
羅
擢
講
齪

…
滋
義
化
し
海
。
叉
漏
澤
隷
宵
民
は
『
墨
問
の
弱

了
曽
と
云
ふ
書
物
を
表
は
し
當
時
二
＋
萬
冊

薦
醗
際
パ
騰
物
鞠
総
錨
獣
弗

㎝
れ
ﾎ
偉
く
な
る
と
云
ふ
羅
を
論
き
忠
孝
論
に
於

翫
騰
総
離
鰹
論
凝
蔽
蝶
繍

｝
と
云
ふ
饗
嚢
で
も
遡
べ
て
讐
。
葵
中

傭
鰹
欝
辮
灘
辮
講

…
る
の
を
御
…
魔
に
な
レ
撫
の
誤
鰺
を
指
摘
せ
ら
れ

　
　
『
教
墨
の
大
旨
駈
を
畿
庸
さ
れ
教
育
の
本
播
は

｝
仁
義
忠
孝
遂
本
義
と
す
べ
き
で
あ
る
事
を
御
示

τ
に
な
ら
れ
海
o
残
念
な
が
ら
當
時
は
其
の
効

｝
果
が
喪
は
れ
す
唾
年
に
な
つ
て
國
民
撃
楼
令
の

．
施
行
に
よ
り
ゃ
っ
と
，
共
の
御
趣
旨
が
認
め
ら
れ

て
來
た
。
そ
れ
は
國
民
糟
…
帥
を
本
義
と
す
る
聖

圃
異
の
線
成
で
あ
つ
て
自
然
入
（
圓
か
ら
離
れ

海
個
人
）
を
教
育
す
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る

併
し
な
が
ら
國
民
墨
校
よ
り
大
墨
迄
の
各
階
程

を
湯
へ
て
兄
る
時
之
の
趣
旨
は
牽
だ
徹
底
さ
れ

て
居
な
い
感
が
あ
る
。
藤
業
報
國
精
紳
も
亦
同

穣
で
未
だ
個
人
の
利
を
夢
兇
て
贋
る
者
が
あ
U

完
全
に
は
徹
底
し
て
ゐ
な
い
。
明
治
十
九
年
ド

イ
ッ
人
ド
ク
ト
ル
グ
ロ
ー
域
は
第
ご
筒
等
學
校

に
於
て
西
洋
歴
典
の
み
を
教
へ
て
居
る
の
を
癒

憾
に
思
ひ
日
本
謄
豪
を
数
へ
る
事
を
建
白
し
疫

之
が
高
等
離
㌘
校
に
田
本
謄
史
教
育
を
搬
り
入
れ

允
始
め
で
あ
る
。
父
ド
ク
ト
ル
レ
ー
ス
氏
は
臼

本
は
立
派
な
闘
…
で
あ
り
な
が
ら
大
學
に
日
木
歴

史
科
の
な
い
の
を
嘆
羅
歴
史
科
を
設
…
け
る
こ
と

を
申
し
出
海
。
以
上
は
激
育
方
而
の
歓
米
磯
讃

の
二
、
三
の
欠
黙
を
蓮
べ
た
の
で
あ
る
が
康
業

狂
る
こ
と
を
肇
圭
義
と
し
た
も
の
で
こ
の
影

響
を
受
け
常
時
の
経
傭
は
非
常
に
簸
洛
し
た
。

羅
懇
繊
鎌
酬
韓
欝

土
地
、
資
木
、
勢
力
が
必
要
で
あ
り
之
に
よ
つ
て

利
燗
…
を
褐
る
と
云
ふ
の
で
勢
働
な
る
も
の
蕊
考

へ
方
が
違
つ
て
贋
海
◎
從
つ
て
人
間
一
は
傭
…
は
れ

て
苦
癌
…
を
忽
ん
で
金
を
得
る
。
會
餌
耽
も
亦
洗
囚
分

の
利
霊
を
得
る
こ
と
の
み
に
專
念
す
る
。
藻

で
勢
働
者
と
の
問
に
色
〃
の
風
謝
…
蜆
象
が
起
つ
　
、

鶴
雛
饗
雑
縣
顯
難
欄
舗
捌

が
必
要
で
あ
る
。
佐
藤
信
淵
、
二
宮
愈
徳
等
は

昔
よ
り
経
濟
は
…
國
土
経
螢
で
あ
り
萬
民
を
輔
け

國
に
報
す
る
こ
と
を
述
べ
利
用
更
生
を
論
い
陀

が
當
時
こ
う
し
だ
思
想
は
企
く
蓉
れ
ら
れ
な
か

つ
た
の
で
、
何
ん
で
も
旗
の
申
と
反
鋤
の
事
を

行
へ
と
論
い
疫
程
で
あ
る
。

　
　
　
　
ム
ス
ビ

　
趨
．
業
は
漆
歯
の
湘
u
に
よ
り
行
は
れ
る
も
の
で

人
間
は
共
の
稗
業
に
饗
加
げ
し
、
紳
業
を
翼
賛
し

て
生
謄
を
行
ふ
の
が
本
然
の
形
で
あ
る
。
立
派

な
物
を
作
る
に
は
神
な
が
ら
の
心
を
持
ち
浸
我

隔
蹄
哨
の
糟
…
瀞
と
な
か
暗
具
に
佳
…
．
事
に
饗
加
ず
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
典
の
心
境
に
な
る
に
は
自

ら
天
然
に
純
化
さ
れ
苑
心
持
に
な
り
敬
皮
の
念

を
有
つ
こ
と
が
、
継
謝
駕
必
要
で
あ
る
。
之
魂

に
天
業
を
翼
賛
し
琳
惹
以
所
で
あ
る
。

　
統
制
と
は
介
迄
磯
侵
の
下
に
資
本
、
披
術
…
等

が
あ
り
祉
幕
輪
蜘
唐
の
考
に
よ
り
各
々
勝
予
な
方

．
飼
に
強
藻
が
行
は
れ
て
錐
の
で
あ
る
が
、
之

を
閥
の
創
意
に
基
唐
赫
凱
制
倉
の
會
畏
が
先
費
に

立
ち
膿
業
報
園
即
ち
天
叢
繋
鍵
の
糀
紳
を
以
つ

て
無
駄
・
な
角
を
取
の
糊
一
方
向
に
振
り
向
け
る

こ
と
で
あ
る
。
（
左
胤
は
芯
の
附
係
を
添
す
）
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（
洋
傘
歌
）
　
で
指
猷
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丈
費
在
説
者
）

ウ
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宮
崎
高
等
農
林
學
校
に
塞
職
中
の
中
島
茂
氏
に
腰
、
左
記
首
題
の
論
交
を
豫
て
東
京
帝
國
大
墨
に
御
提

出
申
の
虚
去
る
七
月
十
六
日
同
學
農
畢
部
教
授
禽
を
遍
過
し
、
九
月
九
日
付
を
以
て
同
大
畢
よ
り
目
出
度

く
農
畢
博
士
の
學
位
を
授
與
せ
ら
れ
忙
。

　
同
氏
は
養
謬
科
第
十
一
回
の
峯
業
者
に
じ
て
、
夙
に
研
鑓
を
積
ま
れ
今
圓
の
榮
響
を
獲
得
せ
ら
れ
に
も

の
で
あ
る
。
紙
上
を
以
て
御
慶
既
申
上
け
、
旧
暦
の
御
蟄
展
を
新
念
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
こ
』
に
該
論
交
の
概
要
の
御
執
筆
を
乞
ふ
て
左
に
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

『
鱗
翅
目
幼
虫
の
吐
糸
管
に
關
す
る
研
究
』
概
要

宮
時
高
等
農
林
學
校
中
　
島
　

茂

　
　
　
家
鷲
…
の
吐
綜
管
に
關
す
る
研
究
は
、
筆
者

　
　
が
養
猿
科
卒
業
後
母
校
養
鷲
…
部
助
手
と
し
て

　
　
藩
…
生
慧
艦
生
理
解
剖
…
學
由
教
室
に
て
肺
浦
生
先
生

　
　
の
御
指
導
を
仰
ぎ
た
る
當
時
の
着
想
で
あ
り

　
　
其
の
後
遠
藤
生
物
學
教
室
に
囑
託
と
し
て
慧

　
　
桑
害
虫
の
講
義
を
澹
任
し
て
野
生
絹
綜
虫
類

　
　
の
上
に
該
研
究
の
硯
野
を
籏
め
、
更
に
宮
崎

　
　
高
等
曲
灰
林
學
校
に
韓
勤
の
後
は
伽
贔
綜
學
の
外

　
　
に
動
物
學
並
に
昆
虫
學
を
澹
任
し
、
爾
來
十

　
　
五
年
の
間
廣
く
叫
般
昆
虫
殊
に
吐
綜
昆
虫
類

　
　
に
重
黙
を
置
き
比
較
研
究
に
當
つ
て
ゐ
た
も

　
亀
の
で
あ
る
。

　
　
　
然
る
虞
去
る
昭
和
十
四
年
文
部
省
内
地
研

　
究
員
と
し
て
一
筍
年
間
、
東
京
帝
國
大
學
農

　
　
一
學
部
動
物
學
…
教
室
に
於
て
鏑
木
理
學
博
士
の

　
　
御
指
導
の
下
に
表
題
の
「
鱗
翅
日
幼
虫
の
吐

　
綜
管
に
關
す
る
研
究
」
と
し
て
研
究
の
績
行

　
総
摺
に
專
念
す
る
の
機
を
得
た
る
を
以
て
、

　
之
を
主
論
文
と
し
「
家
澱
の
臭
氣
に
封
す
る

　
反
慮
」
外
八
論
文
を
副
論
文
と
し
て
、
°
過
日

　
東
京
帝
國
大
學
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
從

　
　
つ
て
之
等
論
文
の
完
、
威
は
前
校
長
針
塚
長
太

一
　
郎
先
生
、
現
校
長
非
上
柳
梧
先
生
．
前
教
授

｝
　
遠
藤
保
太
郎
先
生
並
に
蒲
生
俊
興
先
生
を
始

嘉
無
叢
齢
雛
磯
毅
鋸
嘆

同
窓
各
位
の
不
断
な
る
御
支
援
に
依
る
も
の

で
あ
る
。
今
弦
に
論
文
の
概
要
を
報
す
る
機

會
を
與
へ
ら
れ
た
る
に
際
し
、
謹
ん
で
深
甚

な
る
謝
意
を
表
し
、
併
て
今
後
の
御
垂
教
、

御
援
助
を
仰
ぎ
度
く
切
に
御
願
ぴ
す
る
次
第

で
あ
る
。

　
吐
綜
昆
虫
の
螢
棄
性
並
に
叶
綜
習
性
特
に
吐

綜
管
の
形
態
及
び
…
磯
構
の
究
明
は
、
學
術
…
上
並

に
慮
用
上
緊
要
な
る
問
題
で
あ
る
に
も
拘
は
ら

す
、
從
來
の
研
究
は
極
め
て
砂
い
。
筆
者
は
本

研
究
に
於
て
吐
綜
管
の
外
部
形
態
が
分
類
學
的

に
種
の
特
徴
を
表
示
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
基

礎
と
し
、
鱗
翅
目
の
二
七
科
六
六
種
に
就
き
、

幼
虫
の
下
n
複
合
膿
を
比
較
検
討
し
て
、
吐
綜

管
は
其
の
形
態
上
八
型
に
類
別
せ
ら
る
」
こ
と

を
指
摘
し
、
進
ん
で
其
の
吐
綜
管
の
各
型
と
螢

災
性
と
の
關
係
を
考
究
し
，
叉
繭
並
に
絹
綜
、

の
關
聯
に
論
及
し
、
更
に
筆
者
の
創
案
で
あ
る

絹
綜
の
人
工
吐
出
法
に
依
り
、
熟
獄
よ
り
直
接

絹
縣
を
牽
引
吐
出
さ
せ
、
絹
綜
の
映
黙
と
さ
れ

て
ゐ
る
繊
度
斑
並
に
類
卸
等
の
成
因
に
關
す
る

研
究
の
結
果
を
得
た
も
の
で
．
夫
れ
等
の
要
旨

を
述
べ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
一
、
吐
綜
管
の
形
態

1
　
吐
蒜
管
は
「
時
性
器
宜
に
し
て
、
下
唇
と

下
咽
頭
と
の
境
界
部
に
登
達
し
、
下
唇
董
節
、

下
唇
前
董
節
及
び
下
唇
髪
と
に
依
り
て
吐
綜
管

複
合
膿
を
成
し
、
後
胚
子
的
嚢
生
を
通
じ
て
種

の
特
微
を
保
持
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

2
　
「
般
に
吐
綜
管
は
長
圓
錐
形
叉
は
圓
筒
形

を
呈
し
、
基
管
部
と
管
部
と
に
分
か
れ
る
が
其

の
基
管
部
に
は
硬
皮
環
及
び
間
膜
が
見
出
さ
れ

曳
、
管
部
に
は
腹
硬
皮
帯
、
側
硬
皮
帯
、
頂
刺

頂
胞
，
管
袖
及
び
吐
懸
口
等
が
多
く
の
も
の
に

於
て
識
別
さ
れ
る
。

3
　
吐
縣
管
は
管
型
式
に
よ
り
其
の
特
徴
を
比

較
し
て
八
群
に
類
別
し
、
各
々
の
中
の
主
要
な

る
属
名
を
附
し
て
次
の
八
型
と
す
る
こ
と
が
出

來
る
。

中島茂氏

（
－
）
霞
塞
塁
ξ
需
　
か
う
も
り
が

　
（
2
）
国
莞
o
ロ
0
8
霊
9
ξ
℃
。
”
ま
ゆ
す
み
が
、

　
　
　
　
ち
や
の
は
ま
き
、
つ
げ
の
め
い
が

　
（
3
）
ω
騨
o
母
O
α
q
隅
ξ
や
Φ
…
い
が
、
ば
く
が
、
し

雪
　
　
　
う
し
た
ほ
た
る
が
、
ぴ
と
つ
め
か
ぎ

　
　
　
　
ば
、
ま
つ
か
れ
は
、
あ
か
た
て
は

　
（
4
）
O
凱
山
o
露
葺
養
崎
℃
①
”
い
ら
が
、
く
す

　
　
　
　
さ
ん

　
（
5
）
堵
8
｝
δ
々
需
一
き
ま
だ
ら
ひ
か
げ
、
も

　
　
　
　
ん
し
ろ
て
ふ
、
あ
げ
は
、
さ
か
は
ち

　
　
　
　
と
が
り
ば
、
お
び
が

　
（
6
）
O
①
客
身
o
O
霧
芝
弓
陀
　
　
お
お
す
か
し

　
　
　
　
ば
つ
ま
き
し
や
ち
ほ
こ
、
う
め
え
だ

　
　
　
　
し
や
く
、
い
ぼ
た
が

　
（
7
）
㊥
o
已
ξ
凶
受
で
㊦
U
お
お
み
の
が
、
か
ひ

　
　
　
　
ご
が
、
さ
ら
さ
ひ
と
り
、
ま
ぴ
ま
ひ
が

　
（
8
）
卑
蹟
夢
釜
ξ
需
”
ぴ
と
り
が
．
は
ま
お

　
　
　
　
も
と
よ
た
う

4
　
吐
縣
管
の
各
型
と
欝
榮
性
を
類
別
す
れ
ば

次
の
如
く
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
樹
幹
中
に
螢
菓
し
螢
繭
せ
ざ
る
も
の

　
　
　
　
男
冒
器
コ
。
墓
ξ
喝
Φ

　
（
2
）
　
地
上
に
螢
菓
し
袴
繭
稀
な
る
も
の

　
　
　
　
舅
8
娼
①
ξ
七
〇

　
（
3
）
　
地
上
に
管
集
し
管
繭
す
る
も
の

　
　
（
a
）
　
不
完
全
繭
を
螢
む
も
の

　
　
　
国
網
唇
ロ
O
巳
曾
言
ω
一
8
母
o
σ
q
騨
“
団
宮

　
　
（
b
）
　
完
全
繭
を
醤
む
・
も
の

　
　
　
O
巳
自
。
。
弩
冨
ξ
喝
①
b
§
ξ
図
ξ
娼
Φ

（
4
）
　
地
申
に
螢
菓
し
醤
繭
せ
ざ
る
も
の

　
　
　
0
8
げ
o
目
o
匹
霧
崎
唱
ρ
⇔
⇔
濡
爵
団
の
ξ
冨

5
　
各
吐
綜
管
型
と
繭
と
の
關
係
を
見
る
に

不
完
全
繭
を
螢
む
国
毛
呂
§
Φ
客
茸
遷
。
と
、

己
o

ﾚ
o
霞
o
魅
帯
鷲
に
て
は
繭
暦
に
艦
毛
、
葉
片

等
の
外
物
を
混
す
る
が
、
完
全
繭
を
螢
む

O
ロ
峯
o
o
曽
巳
℃
螢
ξ
唱
P
切
o
巨
げ
団
×
ξ
b
Φ
に
て
は

繭
展
に
外
物
を
混
す
る
こ
と
少
く
、
厚
く
固
化

し
て
強
靱
と
な
り
、
豫
め
脱
出
孔
を
設
け
て
羽

化
に
備
…
へ
る
も
の
が
多
い
0

6
　
吐
縣
管
は
吐
縣
口
縁
の
可
動
程
度
に
よ

り
、
次
の
可
動
口
式
と
固
定
口
式
と
に
分
け
ら

れ
る
。
　
一
般
に
前
者
に
屡
す
る
も
の
で
は
絹
懸

は
扁
雫
と
な
り
、
縣
謬
は
多
量
で
、
形
は
多
様

で
あ
る
。
然
る
に
後
考
に
屡
す
る
も
の
で
は
，

絹
綜
は
圓
味
を
帯
び
、
綜
膠
は
比
較
的
少
く
薄

膠
歌
を
成
し
縣
質
を
被
覆
し
て
ゐ
る
。

　
可
動
口
式
…
O
巳
蓉
B
日
冨
8
、
娼
ρ
O
。
喜
。
冨
〒

　
α
Φ
。
。
酔
く
℃
⑦

　
固
建
口
式
…
コ
憂
・
。
。
．
塁
帯
喝
ρ
国
遷
o
ロ
o
巨
①
目
3

　
ξ
娼
ρ
o
D
騨
o
身
o
σ
q
曽
ξ
℃
ρ
賭
①
o
娼
㊦
ξ
℃
①
‘
響
巨
岸
丁

　
図
図
ひ
毛
ρ
ゆ
ユ
夢
遂
身
℃
Φ

7
　
鱗
翅
日
幼
轟
に
於
け
る
吐
綜
管
の
八
型

璽
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嗣
　
．

）
…
・
の
粗
蕉
關
係
を
考
擦
す
る
に
宅
翅
目
幼
嶽
の
原

墨
｝
妬
魏
を
根
幹
と
し
て
℃
婆
．
塁
薯
．
に
分
化

（　
　
…
、
し
鉱
に
於
て
O
巳
負
o
鶏
巳
娼
甲
O
o
日
鷲
o
図
　
と
、

　
　
…
｝
ヒ
d
o
響
鴫
図
I
O
o
舜
鳳
ポ
図
と
に
分
派
し
、
荊
者
に
於

　
　
　
て
は
鋳
讐
量
爵
愚
ρ
害
。
噂
①
ξ
Φ
を
経

　
　
…
．
て
ヒ
d
難
囁
貫
鷲
及
び
o
駄
良
8
聾
驕
計
追
Φ

　
藁
に
濃
股
し
、
復
脅
に
於
て
ぱ
　
局
り
一
8
霞
黄
脇
け
罷
　
Φ

　
　
蒙
縫
て
。
管
。
罠
窃
薯
・
と
ヒ
・
。
葺
・

　
　
｝
…
書
。
と
に
叢
奪
る
も
の
鋤
く
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
二
、
吐
綜
　
機
構

　
　
（
1
）
　
吐
懸
管
複
合
膿
は
鰻
位
的
と
定
位
的
の

　
　
｝
…
二
器
官
運
動
を
行
ふ
。
前
聯
に
は
諸
…
種
の
胸
筋

・
　
…
が
關
與
し
、
願
部
と
夫
れ
に
連
る
第
襲
節
の

　
糖
欄
隅
膜
は
隔
其
の
運
動
を
瞬
圃
滑
に
さ
せ
、
且
つ
、
蓮

　
燗
動
域
を
遊
張
ず
る
に
預
つ
て
力
が
あ
る
。
父
、

　
ゆ
　
諏
後
者
に
は
魯
一
鮒
の
下
唇
下
禦
筋
、
下
撰
虹
盤
・

　
　
直
筋
及
び
下
懸
拡
暴
斜
筋
が
關
係
す
為
が
、
吐

　
　
…
縣
管
の
器
宜
蓮
動
に
は
霊
と
し
て
基
管
部
の
間

　
　
灘
膜
が
關
輿
す
る
。
「

　
　
㎝
（
2
）
　
整
綜
腿
の
硬
皮
桿
は
吐
縣
彙
の
調
整
を
「

　
　
｝
裳
り
、
又
、
吐
綜
腿
，
の
紡
績
漏
斗
は
緒
綜
を
整

　
…
…
へ
接
締
を
寡
易
な
ら
し
め
る
に
役
立
つ
も
の
玉

評
．
雛
野
響
零
吐
綜
器

謙
羅
撚
鍵
欝
撫
講
轡

　
継
礫
纒
綴
雛

　
波
び
麓
の
形
態
は
均
整
と
な
り
、
殊
に
綜
墨

　
襯
は
薄
膜
欺
を
成
し
光
羅
を
噸
す
、
叉
、
自
然
吐
｝

礁
鱒
灘
鱗
鎌
曝
雛
鍵

…
る
と
認
め
ら
れ
な
鳩

　
｝
（
5
）
鰻
の
形
態
は
吐
継
の
方
向
に
よ
り
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
中
騰
　
蔑
民
略
’
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茨
　
籍
　
　
長
野
縣
下
伊
那
鄭
川
路
村
二

｛
細
く
、
中
期
（
三
〇
〇
i
ー
四
九
九
四
）
の
初
｛

繭
灘�
V
嬉
騨
繍
璽
　
　
纏
擁
騨
糖
⑥

鞭
灘
灘
灘
灘
鵬
鍵
饗
糊
舞
翻
題
羅
繁

腺
を
摘
禺
す
る
と
、
縣
贋
と
縣
膿
と
は
不
規
則
…
も
の
が
あ
り
・
其
の
効
用
も
舞
る
。

な
酪
列
欺
態
を
黒
す
る
。
　
　
－
、
　
　
　
　
　
…
　
種
　
類
　
　
「
効
　
用
　
　
　
所
・
在

部
燃
力
に
依
り
支
配
さ
れ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
｝
　
　
　
，
・
　
　
　
　
」
　
　
貞
、
ホ
ー
レ
ン
車

為
。
　
　
　
　
　
　
　
蝿
駐
君
及
毫
侮
れ
も
量
に
薇
し
て
ゐ

騨
灘
糠
灘
灘
壽
轟
蠣
邸
影
防
灘
醸

r
・
前
力
辮
引
に
よ
る
人
黒
吐
撫
絹
綜
は
繊
度

天
く
類
健
概
し
て
少
く
且
つ
示
形
で
あ
る

C
縮
暴
）
蕪
病
難
縮
辱

狛
舞
聾
）
抗
胸
驚
　
　
器
、
卵
黄

E
謙
拶
）
築
糎
　
　
鱗
油
、
米
琴

゜
魂
　
　
　
　
　
　
　
茄
・
街
燈
に
突
き
あ
れ
つ
緊
り
し
て
薦
儀
す
る
等
、

F
（
リ
ノ
ー
ル
酸
）
　
・
　
　
昧
豆
油
、
翫
蜀
黍

H
　
　
　
　
　
皮
膚
閃
子
　
　
　
牛
肝
臓
、
酵
母

J
　
　
－
　
　
　
抗
肺
炎
　
　
　
　
　
レ
モ
ン
油

㎝
K @
蕃
血
性
・
羅
蟄
，
．
，

｝
L
　
　
　
　
　
　
催
乳
悶
子
　
　
　
牛
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山
」
　
叢
鍼
（
滋
賀
）
　
　
山
本
　
邦
爽
（
齢
岡
）

㎝

　
　
小
林
　
敏
央
（
長
野
）
　
　
佐
驚
　
雰
丈
（
長
野
）
　
一
織
維
化
墨
科
本
科
皐
講
暫
（
露
十
名
）

…
｝蕪
q
麗
撒
釦
構
ツ
蒲
籔
舗
W
錯
難
欝
…
腿
薯
鮒
勘
飼
含
と
警
ん
な
に
詫
め

【
鼎
疎
塊
驚
W
駄
蘭
邦
鰍
懸
W
一
麟
弧
熱
鎌
脚
騨
膿
舶
麟
内
…
舗
醗
欝
緋
蝶
館
瀬
儒
胚
ゼ

　
製
難
本
難
讐
盆
＋
七
名
）
　
，
｝
矢
崎
黙
墨
）
ー
信
（
醐
島
）
乏
・
は
れ
な
い
。
筍
諜
牽
取
り
人
れ
ろ
た

一
農
村
の
人
謬
は
、
呆
の
襲
籔
は
差

｝
し
常
り
乍
介
に
し
ろ
、
と
い
つ
て
や
る
。
す
う

と
、
　
「
無
戦
砲
な
こ
と
を
い
ふ
し
と
い
つ
元
や

う
な
顔
を
す
う
か
ら
、
　
　
、

　
「
い
ま
呆
の
耕
幾
別
竺
農
衆
當
り
蒋

｛
ル
酸
ど
し
か
な
い
o
こ
れ
で
は
百
姓
ら
し
い
百

π
を
や
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
最
底
二
町
ル
軍

均
な
ナ
」
ま
な
ら
ぬ
。
右
畜
農
業
と
い
つ
て
、

な
い
。
い
ま
に
な
つ
て
も
闇
が
絶
え
な
い
と
い

ふ
晒
つ
の
理
由
　
は
商
店
が
多
く
、
配
給
機
構
…
が

複
鮮
…
過
濯
る
か
ら
で
あ
る
o
東
京
市
で
は
口
支

事
慶
の
始
ま
る
直
前
、
暫
弧
の
蒙
六
戸
に
野
し

て
商
店
が
叫
戸
あ
っ
た
。
ど
ん
な
に
東
京
で
、

地
方
親
下
の
商
人
が
あ
る
と
い
つ
て
も
こ
れ
で

は
多
過
ぎ
る
。
聞
け
は
新
潟
で
は
普
通
の
家
四

戸
に
飼
し
て
商
店
が
圖
戸
の
割
合
に
な
つ
て
ゐ

う
さ
う
だ
が
、
こ
れ
は
轡
．
に
多
過
雌
ち
。
ど
う

㍉
谷
海
（
溝
）
瀧
鯉
（
遊
小
禁
一
雌
（
湯
）
癒
糞
曝
唾
蝿
婁
の
媒
の
叢
で
壌
豊
麟
鶴
億
簾
畔
％
艦
留
尉
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
第
一
に
大
東
唖
集
榮
圏
確
幅
の
戦
L
と
し
て
歯

　
　
@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　
蜊
w
騨
驕
縦
礪
糠
礁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
甘
長
と
い
ふ
人
漉
の
中
に
は
、
自
已
の
市
町
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
の
人
ロ
の
塘
加
す
る
こ
と
を
藤
ん
で
ゐ
る
も
の

隅
ー
・
（
梁
∪
－
　
－
・
－
　
ー
3
鐘
　
控
－
’
　
一
、
　
　
屠
…
　
　
幕
慧
㌶
郷
櫨
鱗
纏
勲
聡
犠

」

謹
、
わ
か
磯
し
π
怯
沸
髪
孫
、
ぼ
禦
要
著
ど
、
・
れ
ら
人
密
侮
れ
も

㎝
長
が
あ
る
や
う
だ
が
　
こ
ん
な
市
闘
る
畏
は
塵

｝
髄
制
の
山
叩
町
村
長
だ
。
新
櫻
制
の
雨
叩
町
村
長
は

｝
姻
何
に
し
て
白
己
の
市
町
柱
の
人
n
な
合
即
的

…
に
ﾅ
少
さ
せ
う
が
に
熱
心
で
あ
ろ
べ
壁
だ
。

㎝
　
い
謹
新
潟
巾
で
は
憩
葉
開
焔
村
（
二
胃
戸
穫

［
度
）
の
も
の
を
欄
洲
へ
作
り
海
い
と
い
つ
て
ゐ

一
る
が
大
い
に
僕
も
賛
成
で
あ
ろ
。
こ
の
國
家
時

藩
驚
隙
に
痴
に
な
つ
て
か
か
つ
て
頂

り・
か
う
し
ご
、
典
裳
の
入
建
や
商
家
の
人
建
に

す
人
液
に
少
な
い
の
で
閉
n
し
誘
ろ
澗
出
來
制
も
の
か
署
W
つ
た
難
し
て
碧

第
腱
驚
力
つ
て
も
蓋
を
暮
臼
移
颪
を
兄
皆
て
ゐ
る
貫
に
は
「
そ
ん
塗
と

　
絹s
科
瀦
蕪
．
ご
霧
、
哲
懸
）
つ
郷
欝
洲
へ
葵
い
と
い
ふ
も
の
も
あ
藩
翫
臆
権
凝
磐
・
華
ろ
鰭
ぬ
」
5
つ
丸
顔
を
し
で
ゐ
・
．
人
も
あ

商
寒
の
人
蓬
も
や
つ
棊
臨
話
人
港
…
人
も
あ
れ
ば
・
「
そ
れ
敵
是
非
や
ら
な
け
れ
は

一
　
臼
田
　
武
雄
（
長
野
）
　
月
”
　
イ
男
（
長
堅
）
　
｝
才
ー
　
・
、
、
　
　
　
　
，
，
　
“
　
　
　
　
騒
　
…
不
齢
要
だ
と
忠
つ
て
ゐ
る
　
こ
の
三
ラ
び
一
力
　
　
　
　
5
　
　
　
モ
　
　
　
　
檜

「
伊
藤
文
郎
（
三
重
）
°
津
筋
ハ
長
鋼
）
「
期
葱
撃
釧
精
へ
蓼
い
と
い
ふ
も
蔀
濃
あ
薩
後
こ
駿
大
講
璃
彊
　
　
×
　
．
×

　
鰭
獺
器
繍
瓢
鰍
魏
六
猷
講
綜
籔
麓
鷺
斎
蝿
灘
難
殺
麓
難
鶴
懇
概
噸
繊
に
知
人
が
舖
繊
衆
幽
、
非

　
小
田
中
直
人
（
長
野
）
愈
三
莫
（
長
鱒
）
冨
も
あ
ろ
。
中
に
笹
†
翌
。
や
濃
沼
あ
…
瓦
誇
…
で
概
由
だ
・
人
間
が
ウ
・
ー
し
て
私
は
昭
和
＋
兀
町
四
刀
以
來
新
潟
へ
來
℃
ゐ

漏
柳
袈
蟹
麗
瓢
弓
難
齢
圏
蓄
と
の
急
換
て
ゐ
蓉
環
芝
な
い
。
囚
や
減
少
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
｝

｝
…

l
ノ
峙
深
（
舞
）
藷
＝
興
繕
～
…
も
朝
で
も
、
ド
・
ー
呆
民
肇
舞
へ
曇
多
い
・
こ
ん
な
蘇
ら
な
い
。
ζ
姦
ら
し
ス
野
＋
泰
七
月
壬
ハ
田
罷
）

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．



－
　
，
　
　
　
麟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
〆

鵡
　
謀
繭
圃
簑
謡
璽
聞
藝
翻
剛
罎
驕
騨
篇
鶴
藝
　
　
　
…
　
⑳
蟹
ー
㊥

｝

篇
　
灘
校
便
塑
　
　
へ

｝温二

一

地
方
通
儒

7
鑑
曝
董
謡
璽
董
翻
藝
臨
駿
甕
露
莚
　
　
…
　
㊥
謹
鷹
琶
檀
霞
隅
鍾
翻
q
羅
羅
銅
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
る
同
窓
も
仲
々
多
く
郡
部
に
海
鋤
の
カ
々
翫
合
す
れ

｛
欄u
羅
糠
灘
辮
鰍
，

　
脚
　
網
紡
織
科
小
松
忠
…
郎
敏
授
は
賢
源
調
躁
の
ぬ
め

　
　
約
三
ケ
月
の
豫
定
で
九
月
二
十
扁
口
朝
鮮
、
瀾
洲
、

　
　
中
蕪
民
國
へ
向
け
出
猛
さ
れ
顕
o
悪
な
く
調
盗
な
終

　
　
　
へ
ら
れ
ん
こ
と
を
勝
る
o

℃
一

　
　
　
　
　
野
隠
教
擾
縢
校

　
　
　
絹
紡
織
科
野
口
新
太
郎
教
授
は
七
月
よ
リ
約
閣
二
ヶ

　
　
月
間
東
洋
紡
研
究
所
、
密
士
紡
に
糊
壷
研
究
の
れ
め

　
　
出
張
巾
で
あ
つ
六
が
、
九
月
三
十
口
元
氣
で
麟
綾
さ

　
　
　
し
　
、
」
O

　
　
　
」
4
凸
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
松
窩
と
射
蹴
試
合

　
　
　
射
撃
珊
は
諮
兄
の
熱
援
に
逸
ら
れ
去
る
八
月
鴛
十

　
　
　
日
、
松
本
陸
軍
射
撃
場
に
於
て
松
本
高
等
雄
校
と
訊

　
　
　
合
し
震
L
れ
が
、
幾
念
に
も
四
＋
五
貼
の
残
を
以
で

　
　
　
敗
抵
、
選
手
　
同
籍
…
闘
練
磨
を
窺
ね
闘
館
こ
そ
は
必

　
　
一
す
立
派
な
成
績
盤
揚
げ
ん
と
誓
ふ
o

　
　
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
蹟
略
、
射
樫
瓢
）

　
　
　
　
　
小
林
敏
講
師
退
職
さ
る
　
　
　
－

　
…
碑
羡
視
ﾁ
鎌
謙
驚
難
犠

　
　
－
ゐ
れ
小
林
敏
氏
は
御
家
塵
一
の
都
ム
料
の
爲
、
九
月
藁
十

　
　
　
日
付
で
母
校
を
退
か
れ
れ
。
緻
密
な
頭
鵬
と
温
和
、

　
　
　
加
へ
て
嚇
嗣
繍
…
的
天
分
な
持
つ
て
馴
染
ま
れ
れ
馬
の
引

　
　
　
混
は
七
ケ
年
の
久
し
き
に
亘
る
だ
け
に
一
沫
の
淋
し

　
　
　
さ
を
照
ハ
へ
る
o
氏
の
油
紛
…
の
巧
さ
は
特
筆
さ
る
べ
き

　
　
　
も
の
で
母
校
に
開
か
れ
る
例
年
款
の
甘
茶
奨
術
展
鷹

　
　
　
會
に
は
其
の
技
を
謳
は
れ
訪
ふ
人
ル
の
眼
を
み
は
ら

　
　
｝

　
　
　
し
℃
も
の
だ
つ
れ
o
佳
み
惜
…
れ
六
母
校
を
後
に
す
る

　
　
　
氏
の
感
慨
も
又
｝
し
を
な
ら
ん
と
思
は
れ
る
o

わ
撫
の
の
錨
鞠
顯
鎚
灘
鱗
諜
醗
ρ
略

（　
　
　
ま
な
い
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Y
生
）

　
　
｝

㎝
魏
在
濫
認
に
中
廊
兄
櫨
灘
粟
取
締
班
に
大
崎
、
小
柳

甕
㌔
趨
鰹
欝
篇
難
懲
総
燃

　
一
邸
紡
織
工
枢
馴
に
肉
塞
、
河
西
、
山
下
、
密
松
、
僻
一
灘

｝
大
山
各
兄
、
新
興
製
鯨
大
邸
凱
場
に
三
ヶ
田
、
棘
雨

、
兄
、
朝
鱗
座
綜
に
高
松
兄
の
十
山
ハ
名
が
纏
へ
て
居
ら

r
　
　
　
　
二
翰
艇

　
ば
、
ざ
つ
と
二
＋
名
と
。
り
毒
寓
に
融
て
は
、

本
・
會
　
罷
鰯

九
月
十
贈
口
　
理
蕃
愈
淵
開
會
第
三
M
凹
総
會
開
催
…
の
件

　
協
議
ず

九
月
十
四
冊
　
薪
入
會
鼠
獄
迎
會
開
催
す

九
薄
十
九
日
　
燈
佼
卒
藁
醗
欝
授
興
式
に
滲
列
蛍
コ

｝
九
月
工
十
E
”
　
千
曲
會
報
第
二
十
號
獲
撮
す
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

一
　
支
愈
役
量
異
動

｝
魔
皐
器
に
於
て
背
二
＋
脊
番
総
會

㎝
開
催
左
の
通
役
員
改
選
ぜ
り

ゆ

…
　
會
　
　
掻
　
　
　
　
　
　
櫻
　
井
　
古
　
利

一
哩
綴
　
　
　
飴
騨
囎
卜
．
，
．

　
同
　
　
　
、
　
肉
崎
通
雄

…
－
満
摯
霧
に
於
て
九
旦
…
弘
三
曼
愈
響
開

脚
億
宏
の
通
役
偶
改
選
ぜ
u

　
會
　
　
長
　
　
　
　
　
今
井
　
　
　
夏

｝
剛
皮
會
侵
　
　
　
　
山
本
岩
三
郎

野
瓢
欝
ー
入
ー
卸

獅
互
の
顔
繋
響
の
必
要
も
あ
り
、
且
つ
鱒
局
下
職
域

泰
公
の
誠
を
致
す
爲
に
も
癌
絡
盈
霧
に
し
、
火
い
に

丁
兀
氣
で
ゃ
る
必
・
要
が
あ
る
の
で
・
九
月
十
六
日
午
後
山
ハ

時
よ
り
大
耶
い
け
す
料
｛
浄
に
於
て
大
郎
・
千
曲
禽
四
（
假

総
）
臨
時
総
會
を
開
催
し
れ
次
第
で
あ
る
o
集
ま
る

港
前
冊
＋
六
名
中
懲
召
中
の
首
藤
、
森
隈
兄
を
除
く

＋
四
名
で
あ
つ
れ
が
、
何
れ
も
一
騰
雷
干
の
覚
無
看

許
り
の
事
と
て
ア
ル
コ
ー
ル
分
も
蓬
か
に
線
定
を
超

｝
過
し
、
歌
ふ
、
踊
る
の
盛
・
曾
で
若
き
は
蕊
年
、
粛
き

は
十
五
年
二
十
年
の
背
に
砦
返
つ
て
十
工
命
の
轍
…
を

藍
し
働
校
の
搬
展
と
恩
師
の
御
健
康
を
説
し
て
乾
杯

し
引
上
げ
れ
の
は
制
限
隠
問
響
リ
く
だ
つ
れ
。

　
（
窃
書
は
興
の
時
の
も
の
）
　
　
　
　
（
後
藤
寵
）

議
跣
畿
翻
灘
（
＋
月
旺
日
現
　
　
聡
）

會
費
領
故
（
十
月
瓢
日
現
　
在
）

…
入
愈
金
納
λ
潜

㎜
兜
納
麿

「
　

O
宅
　
武
夫
（
醒
琶
）
　
　
永
井
　
俊
一
（
難
琶
）

　
爾
角
　
賢
滑
（
懲
轟
O
）
　
　
宮
下
　
豊
次
（
葱
篇
O
）

…
剛
　
田
甲
　
鵜
久
（
鷲
冤
O
）
　
　
細
田
　
櫓
郎
（
翼
識
、
0
）

…
　逞
x
宇
醜
夫
（
紡
曼
）

一
　
金
拾
圓
也
　
　
山
下
　
　
昇
（
獄
島
O
）

昭
和
十
七
無
度
禽
費
金
四
図
也

　
大
爆
　
蜜
市
（
織
署
）
　
　
村
田
　
一
由
（
銀
一
（
）

　
濱
井
　
成
蝋
（
鐡
き
）
　
　
内
藤
　
康
鑑
（
銀
昌
瓢
）

　
山
田
　
次
男
（
餓
…
宍
）
　
　
木
内
　
庸
二
（
簸
晶
火
）

　
工
藤
．
榮
次
（
慧
髭
）
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岐
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磐
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縣
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瓢
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濡
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縣
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瀾
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四
）
　
東
京
市
杉
並
輝
成
宗
一
ノ
四
三
（
通
信
先
）
（
八
月
ご
二
冊
）

購
橋
本
　
景
古
、
（
綜
四
Y
日
率
催
縣
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熱
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績
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懲
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